青明舎　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年4月7日　担当：馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　　　　本田　伸一　様　　　男・女　　　　昭和59年7月30日生（23歳）

	
	〒　　　住　所　八戸市長者2丁目3－12　松葉荘3号　　　　電話　0178－47－1625

	
	病　　名
	知的障害IQ45
	合　併　症
	緑内障

	
	認定時期
	平成16年6月（本人19歳）
	罹 患 期 間
	約3年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	　　　　なし

	医療機関
	松橋眼科　　（松橋Ｄｒ）
	外来受診日
	3ヶ月に1回

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	-
	愛護手帳B

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（6.6万円）

	
	その他
	就労（５万～６万円）

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　コープあおもり八戸セットセンター（月・火・水・木・日）14:00～18:00

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	H16年12月24日
	身長
	163cm
	体重
	65kg

	最終学歴
	岩手県久慈高等学校山形校　卒業
	免許・資格
	特になし

	職　歴（訓練）
	花さき村でリサイクル作業の訓練

田面木の家で作業訓練（平成15年7月～１週間）

パンション・リヴィエラ　（社会適応訓練：平成18年11月～平成19年9月）

	保　護　者
	氏名　本田　和子　様　　　　　　　続柄　母　（同居　・否）

	利用目的

・就労を継続し、一人暮らしの悩み事の相談をする。



	入院・治療歴　

・松橋眼科　通院

・青南病院　通院

	生活歴

八戸市にて出世。親の都合により軽米町へ引っ越す。小学生低学年時、信号待ちしていた際、バイクにひかれ左手、足を怪我している。左指が不自由で細かい作業は苦手。左指は身障手帳までにはならない。久慈の高校を卒業後、八戸に移り住み、花さき村と関わりをもつ。花さき村で、愛護手帳をとってはどうか？と勧められるが、母は息子の障害を受け入れられない様子。平成15年12月21日、コサカ技研の清掃業務の就職面接を受けた時に、働いた事がないとの事で、青明舎で障害者の就労支援を行っている事を聞き、平成16年12月24日、来所。青南病院で知的障害の認定の為、通院歴がある。H18年1月より青明舎で掃除の基礎訓練を行う（～平成18年8月）。H18年11月～H19年9月までパンション・リヴィエラで職親を利用している。平成19年9月に「コープあおもり八戸セットセンター」にて雇用の見込みができたため、9月上旬に見学、職場実習を行う。9月20日からジョブコーチ支援事業開始。コープあおもり八戸セットセンターで週5日（月・火・水・木・日）作業している。勤務時間は14時～18時、（一日4時間）働いている。現在は妹が大学に進学した為に、一人で生活をしている。食事宅配サービスを利用している。（昼食・夕食）

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　現在妹は大学に進学し東京にいる。母親は服役中である。最近、アパート宛に母親から手紙が届いたようで今年の7～8月に戻ってくるとの事。本田氏本人は母親が服役していることについて知っているかは不明である。


平成20年4月7日（月）馬渡　道伸

	氏　名
	本田　伸一　様
	男・女
	生年月日
	　昭和59年7月30日　（23歳）


	長期目標（中期・短期）

	・青明舎と相談しながら安定した生活を送れるようにする。

・勤務時間内で作業を終われるようにする。


　　　　　　

	これまでの経過（前回評価H19年10月15日）

	平成19年9月に「コープあおもり八戸セットセンター」にて雇用の見込みができたため、9月上旬に見学、職場実習を行い、9月20日からジョブコーチ支援事業開始する。コープあおもり八戸セットセンターで週5日（月・火・水・木・日）作業している。勤務時間は14時～18時まで（一日4時間）働いている。作業内容はベルトコンベアから運ばれてくる空ダンボール箱を折りたたみ、台車に積み重ねていく。作業自体は簡単な作業で覚えやすいため、本人もすぐに覚えることが出来ているが、作業スピードが遅く、勤務時間内で終わらせる事が出来ない。コープあおもり八戸セットセンターで他施設（みなと）もダンボールの作業や社会適応訓練を利用し援助している為、登録すると両方からの就労支援を受けることができる事を説明する。9月21日みなとへ訪問し登録。その後は、青明舎とみなとで協力し就労支援している。
H20年3月29日に妹氏の大学進学に伴い本人が1人暮らしになる為に、ヘルパーの利用も考え申請を行っている。食生活の面も考え妹氏が上京する3月29日の昼から食事宅配サービスを利用している。昼食と夕食を宅配してもらっている。（１食おかずのみ、525円。事業所は高齢者宅配サービスCOOK123。）昼食は11:30頃に配達され、本人が直接受け取っているが、夕方は5:30に配達されるが、本人は仕事の為、玄関先に段ボールを置きその中にタッパを用意している為、その中に配達員が弁当を入れて置く事にしている。料金の支払い方法については毎週土曜日の昼食配達時に現金で払う事にしている。（7,875円）本人は、一日に3合のご飯を炊いおり、1食に1合ずつ食べている。朝は、前日に本人が買ってきた惣菜や、簡単な料理を作り食べている。（そうめん、卵焼き、目玉焼き等）

掃除・洗濯に関しては仕事の休みの日に行っているが、どの程度できているかは、詳細は不明である。服装に関しても、同じ服を着ていたりする為に声掛けが必要である。買い物に関しては、家計簿を毎週金曜日に青明舎に来てもらい、レシートと照らし合わせ本人と確認を行っている。体重に関しても青明舎来所の前に自宅で量ってきてもらい、急激な体重変化が無いか確認を行う。
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	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①生活について

・食事、掃除、洗濯
	現在一人暮らしの為食事が偏らないように、食事宅配サービスを利用している。

（毎日昼食、夕食の2回利用している。1食525円。）

・週に1度青明舎に来てもらい、様子を確認し、本人の不安について聞き、アドバイスを行う。

・青山荘での入浴の利用を進める。

・青明舎で訪問を行う。

・ホームヘルパーの利用も進めていく。（現在申請中）
	　　ヶ月

	②就労について
	勤務時間内で作業を終わらせるようにする。

・作業の内容、手順等の再確認を行う。

・定期的に訪問、事業所職員へ依頼し作業状況について時間を決め確認してもらう。

・青明舎での訪問、みなと・事業所からの情報をもとに本人と振返りを行う。
	　　ヶ月


プラン計画者　氏名：原　佳伸　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

和子氏


服役中（福島県）





本人


アパートで一人暮らし














優子氏


東京の短大に通学中


（18歳）








